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(57)【要約】
　超音波撮像システムにおいて、超音波スキャンアセン
ブリUSCは、体BDYの三次元スキャンから生じる体積デー
タVDを提供する。関心領域検出器RDTは、マージンを超
過する少なくとも１つのデータパラメータの変化により
特徴付けられる体積データVD内の領域を検出する。スラ
イス生成器SLGは、この場合、検出された前記領域から
スライスSXを生成することができる。これらのスライス
SXは、表示装置DPLに表示されることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体の三次元スキャンから生じる体積データを提供する超音波スキャンアセンブリと、
　マージンを超過する少なくとも１つのデータパラメータの変化により特徴付けられる前
記体積データ内の領域を検出する関心領域検出器と、
を有する超音波撮像システム。
【請求項２】
　検出された前記領域からスライスを生成するスライス生成器であって、前記スライスが
表示装置に表示されることができる、前記スライス生成器、
を有する、請求項１に記載の超音波撮像システム。
【請求項３】
　オペレータが関心領域を検出するのに使用される前記少なくとも１つのデータパラメー
タを指定することができるインタフェースを有する、請求項１に記載の超音波撮像システ
ム。
【請求項４】
　関心領域を検出するのに使用される前記少なくとも１つのデータパラメータが、以下の
グループ、すなわち、平均ボクセル強度、コントラスト、エントロピ、均一性から選択さ
れたデータパラメータを有する、請求項１に記載の超音波撮像システム。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのデータパラメータが、ヒストグラムの形式でパラメータのセット
を有する、請求項１に記載の超音波撮像システム。
【請求項６】
　前記関心領域検出器が、全体として前記体積データに基づいて前記少なくとも１つのパ
ラメータに対して決定されたグローバル値のセットを、前記体積データの一部分に基づい
て前記少なくとも１つのパラメータに対して決定されたローカル値のセットと比較するこ
とにより前記関心領域を検出する、請求項１に記載の超音波撮像システム。
【請求項７】
　前記関心領域検出器が、前記体積データの一部分に基づいて前記少なくとも１つのパラ
メータに対して決定されたローカル値のセットを、前記体積データの他の隣接部分に基づ
いて前記少なくとも１つのパラメータに対して決定されたローカル値の他のセットと比較
することにより前記関心領域を検出する、請求項１に記載の超音波撮像システム。
【請求項８】
　体の三次元スキャンから生じる体積データを提供する超音波スキャンアセンブリを伴う
超音波撮像の方法において、
　マージンを超過する少なくとも１つのデータパラメータの変化により特徴付けられる前
記体積データ内の関心領域が検出される関心領域検出ステップ、
を有する方法。
【請求項９】
　スライスが前記検出された領域から生成されるスライス生成ステップであって、前記ス
ライスが表示装置に表示されることができる、前記スライス生成ステップと、
を有する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　体の三次元スキャンから生じる体積データを提供する超音波スキャンアセンブリと、
　プログラム可能なプロセッサと、
を有する超音波撮像システムに対するコンピュータプログラムにおいて、前記コンピュー
タプログラムは、前記プログラム可能なプロセッサにロードされる場合に、前記プログラ
ム可能なプロセッサが関心領域検出ステップを実行することを可能にし、前記関心領域検
出ステップにおいて、マージンを超過する少なくとも１つのデータパラメータの変化によ
り特徴付けられる前記体積データ内の関心領域が検出される、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明の一態様は、三次元（３Ｄ）超音波スキャンを実行し、このようなスキャンから
生じる体積データを処理することができる超音波撮像システムに関する。前記超音波撮像
システムは、例えば、胎児検査又は胆嚢検査において有用である。本発明の他の態様は、
超音波撮像の方法及びコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　３Ｄ超音波スキャンは、典型的には、言わば、標的体積として指定されることができる
体内の特定の体積を照射する超音波を放射することを含む。これは、例えば、超音波を複
数の異なる角度で放射することにより達成されることができる。体積データは、反射され
る波を受信及び処理することにより得られる。前記体積データは、前記体内の前記標的体
積の表現である。前記体積データは、幅、高さ及び深度の印象を与える三次元表現を提供
する形で表示装置に表示されることができる。産科の応用において、顔、四肢及び胴体フ
ィーチャを描く表面細部を持つ胎児の写真又はフィルムのような画像を得ることが可能で
ある。これは、これから親になろうとする人が、医師が見ているものを見る及び理解する
ことを可能にする。
【０００３】
　体積データは、任意のスライスが、前記体積データから取り出され、前記表示装置上で
視覚化されることができるので、大きな診断的価値を持つことができる。したがって、ス
ライシングは、前記標的体積の異なるビューを提供することができ、これは、医師が繊細
な解剖学的構造を詳細に調査することを可能にする。前記体積データは、前記医師が、患
者の３Ｄ超音波スキャン及び前記患者が退院した後に、このデータを操作して所望のスラ
イスを得ることができるように記憶されることができる。前記医師は、例えば、平行面を
通してスクロールすることにより、及び関心の対象のビューを得るように前記標的体積を
回転させることにより前記標的体積を調査することができる。正確なスライシングは、前
記医師が、手動で達成するのは難しい、又は全く達成することができない画像を表示する
ことを可能にする。人間は、第３の面の奥行きから十分に細かいスライス間隔又はスキャ
ンにおける個別の画像をスイープ又は取得するのにいまだに十分に彼又は彼女の手を保持
することができない。
【０００４】
　Medical Mundi, vol.50, no.3, 2006, 52及び53頁の"iSlice Ultrasound Image Displa
y"と題された記事は、Royal Philips Electronicsにより製造された"iU22"と表される超
音波システムを記載している。前記記事は、URL: http://www.medical.philips.com/main
/news/assets/docs/medicamundi/mm_vol50_no3/14_Technology_News.pdfの下で見つけら
れることができる。前記記事は、超音波画像を獲得する場合に最良のビュー及びコンテン
ツを見つけることが、しばしば超音波検査技師にとって困難である可能性があることを述
べている。前記iU22超音波システムは、体積撮像及びスライシング能力を提供し、診断を
行うために最良のビューを獲得し、見つけることを、より速く、より容易にする。前記iU
22超音波システムで体積画像を取得した後に、QLABソフトウェアは、前記体積の正確なス
ライシングを行い、前記体積セットから４、９、１６、２０又は２５の画像を表示するこ
とができる。このスライシングは、"iSlice"と称される。臨床医は、この場合、前記画像
を複数の角度から検査し、更なる評価及び報告に対する最良の画像を選択することができ
る。前記体積を回転させる場合、二次元（２Ｄ）ビューは、新しい景色を反映するように
瞬間的に更新される。加えて、iSliceを用いる体積撮像は、従来の２Ｄ撮像では不可能で
ある追加のビュー、例えば冠状ビューを得る能力を臨床医に与える。これは、複雑な病状
を評価する場合に非常に価値がある。前記超音波検査技師は、異なる応用に順応するため
に所望のスライスの量及び間隔スライシングを調節することもできる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　体積データの正確かつ包括的な分析を可能にする改良された超音波撮像システムに対す
る要望が存在する。
【０００６】
　この要望により良く対処するために、以下の点が考慮される。従来のシステムにおいて
、医師は、スライシングにより分析されることができる関心対象を見つけるために前記体
積データを通してシネ（cine）する必要がある。この動作は、たとえ前記医師が訓練され
ており、経験豊富であっても、特に前記標的体積が比較的複雑な解剖学的対象を有する場
合には、比較的実行するのが難しいかもしれない。複数の関心対象が存在する場合、前記
医師は、これらの１つを見逃し得る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様によると、超音波撮像システムは、体の三次元スキャンから生じる体積
データを提供する超音波スキャンアセンブリを有する。前記超音波撮像システムは、マー
ジンを超過する少なくとも１つのデータパラメータの変化により特徴付けられる体積デー
タ内の領域を検出する関心領域検出器を有する。
【０００８】
　前記体積データ内の特定の場所におけるデータパラメータの変化は、関心対象又はその
境界をマークすることができる。したがって、このような変化を検出することにより前記
体積データ内の関心対象を検出することが可能である。これは、例えば、適切な検出ソフ
トウェアがロードされているプロセッサを用いて自動的に行われることができる。このよ
うな自動検出は、医師が、前記体積データ内で関心対象を識別するのを援助することがで
きる。前記医師が関心対象を見逃すリスクはより小さい。更に、本発明による関心対象の
検出は、体積データを操作及び分析する前記医師のタスクを軽減する。
【０００９】
　本発明の実施は、有利には、個別の従属項に対応する別個の段落に記載される以下の追
加のフィーチャの１以上を有する。
【００１０】
　前記超音波システムは、好ましくは、検出された領域からスライスを生成するスライス
生成器を有する。これらのスライスは、表示装置に表示されることができる。
【００１１】
　前記超音波システムは、好ましくは、インタフェースを有し、前記インタフェースを介
して、オペレータは、関心領域を検出するのに使用される少なくとも１つのデータパラメ
ータを指定することができる。
【００１２】
　関心領域を検出するのに使用される前記少なくとも１つのデータパラメータは、好まし
くは、以下のグループ、すなわち、平均ボクセル強度、コントラスト、エントロピ、均一
性から選択されたデータパラメータを有する。
【００１３】
　前記少なくとも１つのデータパラメータは、好ましくは、ヒストグラムの形式でパラメ
ータのセットを有することができる。
【００１４】
　前記関心領域検出器は、全体として前記体積データに基づいて前記少なくとも１つのパ
ラメータに対して決定されるグローバル値のセットを、前記体積データの一部分に基づい
て前記少なくとも１つのパラメータに対して決定されるローカル値のセットと比較するこ
とより前記関心対象を検出することができる。
【００１５】
　前記関心領域検出器は、前記体積データの位置部分に基づいて前記少なくとも１つのパ
ラメータに対して決定されるローカル値のセットを、前記体積データの他の隣接した部分
に基づいて前記少なくとも１つのパラメータに対して決定されるローカル値の他のセット
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と比較することにより前記関心領域を検出することができる。
【００１６】
　詳細な説明は、図面を参照して、以上に要約された本発明及び追加のフィーチャを説明
する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】超音波撮像システムを示すブロック図である。
【図２】超音波撮像システムが実行することができる一連のステップを示すフローチャー
ト図である。
【図３】超音波撮像システムが実行することができる代替的な一連のステップを示すフロ
ーチャート図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　図１は、３Ｄ超音波スキャンを実行することができる超音波撮像システムUISを示す。
超音波撮像システムUISは、超音波撮像取得及び処理経路を構成する様々なエンティティ
、すなわち、プローブPRB、超音波スキャンアセンブリUSC、関心領域検出器RDT、スライ
ス生成器SLG及び表示プロセッサDRPを有する。プローブPRBは、例えば、圧電トランスデ
ューサの二次元アレイを有することができる。超音波スキャンアセンブリUSCは、ビーム
形成モジュールを各々含むことができる超音波送信器及び超音波受信器を有することがで
きる。超音波スキャンアセンブリUSCは、１以上のフィルタモジュール、いわゆるＢモー
ド処理モジュール、及びドップラモード処理モジュールを有することができる。
【００１９】
　関心領域検出器RDTは、例えば、プログラム可能なプロセッサにロードされた命令のセ
ットを用いて実施されることができる。このようなソフトウェアベースの実施において、
前記命令のセットは、以下に記載される関心領域検出器RDTが実行する動作を規定する。
同じことは、例えば、スライス生成器SLG、表示プロセッサDRP及び機能的に超音波スキャ
ンアセンブリUSCに属する１以上のモジュールのような他の機能的エンティティにも当て
はまる。これらの各々は、プログラム可能なプロセッサにロードされた命令のセット、ソ
フトウェアモジュールを用いて実施されることもできる。
【００２０】
　前記超音波撮像システムは、更に、表示装置DPL、コントローラCTRL、及びユーザイン
タフェースUIFを有する。コントローラCTRLは、例えば、適切にプログラムされたプロセ
ッサの形式であることができる。ユーザインタフェースUIFは、例えば、様々な英数字キ
ー、ノブ及びマウス又はトラックボールのような物理的要素を有することができる。しか
しながら、ユーザインタフェースUIFは、コントローラCTRLが実行するソフトウェア構成
要素であってもよい。例えば、ソフトウェア構成要素は、表示装置DPLにメニューを表示
させることができ、オペレータは、特定のキーを押すことにより又は表示されるアイテム
にカーソルを移動することにより前記メニューからアイテムを選択することができる。
【００２１】
　超音波撮像システムUISは、基本的に、以下のように動作する。プローブPRBは、図１に
示されるように体BDYと接触しており、体BDYは、患者の体BDYであることができると仮定
される。超音波スキャンアセンブリUSCは、プローブPRBに送信信号TXのセットを加える。
これは、プローブPRBに、言わば標的体積を照射する体BDY内への超音波を放射させる。こ
のために、プローブPRBは、例えば、複数の異なる角度で超音波を放射することができる
。代替的には、送信信号TXのセットは、プローブPRBに、"太い"ビームと表されることが
できる比較的幅広いビームを放射させる。
【００２２】
　プローブPRBは、体BDY内の前記標的体積において生じる超音波の反射を受信する。これ
らの受信された反射に応答して、プローブPRBは、受信信号RXのセットを提供する。超音
波スキャンアセンブリUSCは、体積データVDを得るように受信信号RXのセットを処理する
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。体積データVDは、例えば、いわゆるＢモード３Ｄ画像、又は移動の速度を表す色情報を
有することができる３Ｄドップラベース画像の形式であることができる。体積データVDは
、典型的には、いわゆるボクセルからなり、前記ボクセルは、２Ｄ画像の基本単位を構成
する画素と同様の基本単位である。
【００２３】
　関心領域検出器RDTは、体積データVD内の１以上の関心領域を識別するように体積デー
タVDを処理する。この識別は、事前に規定されることができる又はオペレータがユーザイ
ンタフェースUIFを用いて選択することができる１以上のデータパラメータに基づく。広
い意味で、関心領域検出器RDTは、体積データVDに関与する前記１以上のデータパラメー
タの変化を検出する。関心領域は、マージンを超過する前記関与する１以上のデータパラ
メータの変化により特徴付けられる。前記マージンは、事前に規定される又はオペレータ
に規定されることができる。前記関心領域の識別は、以下に更に詳細に記載される。関心
領域検出器RDTは、このようなものとして検出されたそれぞれの関心領域のそれぞれの場
所を示す関心領域指示（region of interest indication）ROIを提供する。
【００２４】
　スライス生成器SLGは、体積データVDからスライスSXを生成することができる。スライ
ス生成器SLGは、例えば、前述したiU22超音波システムにおけるiSliceフィーチャと同様
の形で行うことができる。重要なことに、関心対象指示ROIは、言わば、体積データVDか
らスライスSXを生成する際に、スライス生成器SLG若しくは前記オペレータ又は両方をガ
イドする。したがって、スライスSXは、言わば、集中され、１以上の関心領域に適切に配
置されることができる。これは、自動的に又は半自動的に行われることができる。
【００２５】
　スライス生成器SLGは、関心領域検出器RDTにより検出された関心領域内にスライスSXを
自動的に配置することができる。例えば、前記iSliceフィーチャが使用される場合、スラ
イス生成器SLGは、関心領域指示ROIに基づいて基準面の場所及び向きを自動的に決定する
ことができる。スライスSXは、前記基準面と平行であり、等間隔で離間された面を構成す
る。スライス生成器SLGは、関心領域指示ROIに基づいて適切な等しい間隔を自動的に決定
することができる。こうして自動的に得られたスライスSXは、前記関心領域の最初のマル
チスライスビューを構成することができる。前記オペレータは、この場合、前記基準面の
場所及び向き、並びにスライスSX間の等しい間隔を調節又はむしろ微調整することができ
る。前記オペレータは、したがって、前記関心領域の様々な異なるマルチスライスビュー
を得ることができる。
【００２６】
　代替的には、前記オペレータは、実質的に手動で関心領域内にスライスSXを配置するこ
とができる。このために、表示プロセッサDRPは、関心領域がマークされる体積データVD
の視覚的表現を提供することができる。関心領域検出器RDTが提供する関心領域指示ROIは
、このようなマーキングを可能にする。前記オペレータは、この場合、体積データVDの前
記視覚的表現内で、取られるべきスライスSXを表す１以上の面を配置及び方位付けするこ
とができる。このために、コントローラCTRLは、このような面を生成し、前記オペレータ
がこれらの面を操作することを可能にするインタラクティブスライス規定ソフトウェアモ
ジュールを有することができる。一度前記オペレータが、前記面が適切に配置及び方位付
けされていると見なすと、彼又は彼女は、例えば、ユーザインタフェースUIF上の"OK"ボ
タンを押すことにより同じことを示すことができる。これに応じて、コントローラCTRLは
、スライス生成器SLGに、体積データVDから生成されるべきスライスSXの場所及び向きの
規定を適用する。
【００２７】
　表示プロセッサDPRは、典型的には、スライス生成器SLGが体積データVDから生成したス
ライスSXの視覚的表現を有する表示画像DISを生成する。各スライスは、表示画像DISにお
いて個別のサブ画像SIを用いて視覚化されることができる。それぞれのスライスSXを表す
それぞれのサブ画像は、図１に示されるようにマトリクスの形式で、又は前記オペレータ
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が望む他の形式で並べて表示されることができる。表示画像DISは、更に、例えば、スラ
イスSXの場所、向き及び間隔に関する追加の情報AIを有することができる。表示画像DIS
は、更に、追加のサブ画像を構成することができる体積データVDの視覚的表現を有するこ
とができる。前に示されたように、この視覚的表現は、それぞれ現在視覚化されている又
は視覚化されることを必要とする体積データVD内のスライスSXの実際の又は所望の場所及
び向きを示す追加の素子を有することができる。
【００２８】
　図２は、関心領域検出器RDTが関心領域指示ROIを提供するために実行することができる
一連のステップS1ないしS11を示す。前述のように、関心領域検出器RDTは、プログラム可
能なプロセッサを用いて実施されることができる。図２は、したがって、前記プログラム
可能なプロセッサが図２を参照して以下に記載される様々な動作を実行することを可能に
するソフトウェアプログラム、すなわち、命令のセットのフローチャート表現と見なされ
ることができる。
【００２９】
　ステップS1（RCV_VD）において、関心領域検出器RDTは、３Ｄ超音波スキャンの後に超
音波スキャンアセンブリUSCが提供する体積データVDを受信する。前述のように、体積デ
ータVDは、２Ｄ画像の基本単位を構成する画素と同様の基本単位であるボクセルからなる
３Ｄ画像の形式であることができる。体積データVDは、Ｂモード情報、若しくは移動の速
度に関するドップラ情報、又はこれらのタイプの情報の組み合わせ、及び前記３Ｄ超音波
スキャンを用いて得られる他の情報を有することができる。
【００３０】
　ステップS2（SEL_SP）において、関心領域検出器RDTは、関心領域を検出する際に使用
されるべきデータパラメータのセットを得る。これらのデータパラメータは、以下、省略
された表現"パラメータ"と称される。パラメータは、輝度に対応し、エコー強度を表すボ
クセル強度に関することができる。パラメータは、例えば、体積データVDが典型的には色
として表されるドップラ情報を有する場合に色に関することもできる。パラメータは、典
型的には、複数のボクセルに関する。このようなパラメータの例は、コントラスト、エン
トロピ、均一性を含み、後に述べられた２つのパラメータは、統計的性質である。前記パ
ラメータのセットは、ヒストグラム又はヒストグラムのセットの形式で表されることがで
きる。前記パラメータのセットは、単一のパラメータのみを有する。すなわち、１つのパ
ラメータのみが、関心領域を検出する基準として機能してもよい。このパラメータは、例
えば、所定の体積内のボクセル強度の平均値であってもよい。
【００３１】
　関連したコントローラCTRL及びユーザインタフェースUIFは、前記オペレータが、関心
領域検出器RDTが受信及び使用するパラメータのセットを規定することができるように構
成されることができる。例えば、コントローラCTRLは、表示装置DPLにメニューを表示さ
せることができ、前記オペレータは、前記メニューから１以上のパラメータを選択するこ
とができる。コントローラCTRLは、この場合、選択されたパラメータを関心領域検出器RD
Tに適用する。前記パラメータのセットは、事前に規定されることもでき、このために、
メモリにおいて事前にプログラムされることもできる。
【００３２】
　ステップS3（DET_VG-SP）において、関心領域検出器RDTは、関与するパラメータのセッ
トに対するグローバル値のセットを決定する。前記グローバル値のセットは、体積データ
VDから全体として決定される。例えば、平均ボクセル強度が前記パラメータのセット内の
パラメータであると仮定する。この場合、関心領域検出器RDTは、前記グローバル値とし
て表されることができる体積データVD内の全てのボクセルに対する平均強度値を決定する
。平均ボクセル強度が、前記パラメータのセット内の単一のパラメータである場合、前記
グローバル値のセットは、単一のグローバル値、すなわち、グローバルな平均値のみを有
する。他の例として、前記パラメータのセットが、複数のボクセル強度範囲を有するヒス
トグラムの形式であると仮定する。この場合、関心領域検出器RDTは、体積データVD内の
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全てのボクセルを考慮して各強度範囲に対するボクセルの数を決定する。前記グローバル
値のセットは、前記ヒストグラム内のそれぞれの強度範囲に対して決定されたそれぞれの
数を有する。
【００３３】
　ステップS4（DIV_VD⇒ΣSV）において、関心領域検出器RDTは、体積データVDを複数の
サブ体積に効果的に分割する。サブ体積は、例えば、立方体、若しくはピラミッドの形状
、又は他の適切な形状を持ちうる。体積データVDを立方体に分割することは、二次元画像
をブロックに分割することと比較されることができる。ある意味で、前記サブ体積は、集
合的に体積データVDを形成する構成要素と見なされることができる。各サブ体積は、近隣
の場所を持つ体積データVD内のボクセルの選択を構成する。
【００３４】
　ステップS5（∀SV: DET_VL-SP@SV）において、関心領域検出器RDTは、関与する前記パ
ラメータのセットに対してローカル値の複数のセットを決定する。ローカル値のセットは
、関与するサブ体積内に含まれるボクセルに基づいて特定のサブ体積に対して決定される
。例えば、平均ボクセル強度が、前記パラメータのセット内のパラメータである場合、関
心領域検出器RDTは、関与するサブ体積内に存在するボクセルに対して平均強度値を決定
する。他の例として、前記パラメータのセットが、ヒストグラムの形式である場合、関心
領域検出器RDTは、ヒストグラム内のそれぞれの強度範囲に対してそれぞれのボクセルの
数を決定する。これらのそれぞれの数は、この場合、関与するサブ体積に対する前記ロー
カル値のセットの一部を形成する。
【００３５】
　ステップS6（SEL_MDV）において、関心領域検出器RDTは、前記グローバル値のセットか
ら偏差のマージンを規定する偏差マージン規定を得る。特定の意味で、前記偏差マージン
規定は、前記グローバル値のセットの周りの辺縁部を規定する。例えば、前記グローバル
値のセットが、例えば、グローバル平均値のような単一のグローバル値のみを有する場合
、前記偏差マージン規定は、負の偏差マージン及び正の偏差マージンを有しうる。前記負
の偏差マージン及び前記正の偏差マージンは、前記グローバル平均値を有する値の範囲を
規定する。より具体的には、前記値の範囲は、前記負の偏差マージンを減算した前記グロ
ーバル平均値に等しい下限と、前記正の偏差マージンを加算した前記グローバル平均値に
等しい上限とを持つ。
【００３６】
　前記偏差マージン規定は、ローカル値のセットが前記グローバル値のセットと比較され
るべきである方法を規定することができる。このために、前記偏差マージン規定は、例え
ば、スケーリング及び重み付け係数を有することができる。例えば、前記グローバル値の
セットが、体積データVD内の全てのボクセルに基づくグローバルヒストグラムを有すると
仮定する。このグローバルヒストグラムを、形状について、サブ体積内のボクセルに基づ
く対応するローカルヒストグラムと比較することは、スケーリング動作を含みうる。例え
ば、前記グローバルヒストグラム内のそれぞれの数は、体積データVDに含まれるサブ体積
の数に対応する数により各々除算されうる。前記偏差マージン規定内の重み付け係数は、
特定のボクセル強度範囲内の偏差の数に与えられるべきである重みの度合を規定しうる。
【００３７】
　前記偏差マージン規定は、ステップS3において決定された前記グローバル値のセット及
びステップS5において決定された前記ローカル値の複数のセットに基づいて決定されるこ
とができる。例えば、以下に記載されるように、10ないし20％のサブ体積が関心サブ体積
としてマークされることが望ましいかもしれない。多すぎない又は少なすぎないサブ体積
が、マークされるべきである。これは、前記偏差マージン規定を適切に確立することによ
り達成されることができ、自動又は半自動的に行われることができる。例えば、前記関心
領域検出器は、前記グローバル値のセット及び前記ローカル値の複数のセットに基づいて
前記偏差マージン規定を自律的に決定することができる。
【００３８】
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　他の例として、関心領域検出器RDT又は他の機能的エンティティは、表示装置DPLに前記
グローバル値のセット及び前記ローカル値のセットを表す１以上のグラフを表示させるこ
とができる。これらのグラフは、前記オペレータが指定した特定の偏差マージン規定を表
す視覚的要素、及び前記偏差マージン規定により得られる統計的検出性質を示す他の視覚
的指示を有することができる。前記オペレータは、この場合、適切な偏差マージン規定に
達するように、前記偏差マージン規定を修正し、その効果を観測することができる。
【００３９】
　ステップS7（VL-SP@SV⇔VG-SP⇒ΔV-SP）において、関心領域検出器RDTは、特定のサブ
体積について、前記グローバル値のセットに対する、このサブ体積に足して決定されたロ
ーカル値のセットの偏差を決定する。この動作は、前記関与するパラメータのセットが、
前記単一のパラメータとして前記平均ボクセル強度を有する場合に比較的直接的でありう
る。この場合、関心領域検出器RDTは、前記グローバル平均値からローカル平均値を減算
することができる。パラメータが、ヒストグラムの形式で表される場合、前記偏差は、典
型的には、それぞれの強度範囲に対するそれぞれの値を有する。値は、前記グローバル値
のセットにより表される典型的な数に対する関心強度範囲内のボクセルのより大きな数又
はより小さな数を表し得る。
【００４０】
　ステップS8（ΔV-SP⊂MDV ?）において、関心領域検出器RDTは、前記偏差が前記偏差マ
ージン規定により規定される偏差のマージン内であるか否かを決定する。前記偏差が、前
記マージン内である場合（Y）、前記関与するサブ体積は、少なくとも前記パラメータの
セットが関与する限り、体積データVDを全体として考慮して"ごく普通"又は言い方を変え
ると"特別ではない"と見なされることができる。この場合、関心領域検出器RDTは、この
後に、以下に記載されるステップS10を実行する。対照的に、前記偏差が、前記偏差マー
ジン規定により規定されるマージンの外側である場合（N）、関心領域検出器RDTは、この
後に、ステップS9を実行する。
【００４１】
　ステップS9（SV=SVOI）において、関心領域検出器RDTは、関与するサブ体積を、カテゴ
リ"関心あり"に属するとマークする。ある意味では、前記関与するサブ体積は、このサブ
体積に対して決定された前記ローカル値のセットが前記グローバル値のセットから比較的
大きな程度で異なるという意味で"特別"と見なされる。前記サブ体積は、前記関与するパ
ラメータのセットを考慮して注目に値する。
【００４２】
　ステップS10（∀SV ?）において、関心領域検出器RDTは、ステップS7及びS8が全てのサ
ブ体積に対して実行されたか否かを確認する。これらのステップがいまだに実行されてい
ない１以上のサブ体積が存在する場合、関心領域検出器RDTは、ステップS7に戻り、この
後に１つのこのようなサブ体積に対して前述のステップを実行する。ステップS7及びS8が
全てのサブ体積に対して実行された場合、関心領域検出器RDTは、この後に、ステップS11
を実行する。
【００４３】
　ステップS11（ΣSVOI⇒ROI）において、関心領域検出器RDTは、"関心あり"とマークさ
れたサブ体積の１以上のクラスタを検出する。このようなクラスタは、スライスSXが好ま
しくは生成されるべきである体積データVD内の関心領域を構成する。別の言い方をすると
、関心領域検出器RDTは、前記グローバル値から比較的大きな程度で外れるローカル値を
各々持つサブ体積のクラスタとして関心領域を識別する。関心領域指示ROIは、このよう
な関心領域を示す。前述のように、図１に示されるスライス生成器SLGは、表示プロセッ
サDRPに使用されるスライスSXを生成するのにこの情報を使用することができる。
【００４４】
　図３は、関心領域検出器RDTが関心領域指示ROIを提供するために実行することができる
代替的な一連のステップを示す。図２と同様に、図３は、プログラム可能なプロセッサが
図３を参照して以下に記載される様々な動作を実行することを可能にするソフトウェアプ
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ログラム、すなわち、命令のセットのフローチャート表現と見なされることもできる。
【００４５】
　ステップSa1（RCV_VD）において、関心領域検出器RDTは、３Ｄ超音波スキャンの後に超
音波スキャンアセンブリUSCが提供する体積データVDを受信する。図２に示されるステッ
プS1に関する以前のものと同様の見解が当てはまる。
【００４６】
　ステップSa2（DIV_VD⇒ΣSV）において、関心領域検出器RDTは、体積データVDを複数の
サブ体積に効果的に分割する。図２に示されるステップS4に関する以前のものと同様の見
解が当てはまる。
【００４７】
　ステップSa3（SEL_SP）において、関心領域検出器RDTは、関心領域を検出する際に使用
されるべきであるパラメータのセットを得る。図２に示されるステップS2に関する以前の
ものと同様の見解が当てはまる。
【００４８】
　ステップSa4（∀SV: DET_VL-SP@SV）において、関心領域検出器RDTは、関与するパラメ
ータのセットに対してローカル値の複数のセットを決定する。ローカル値のセットは、特
定のサブ体積について、前記関与するサブ体積内に含まれるボクセルに基づいて決定され
る。図２に示されるステップS5に関する以前のものと同様の見解が当てはまる。
【００４９】
　ステップSa5（SEL_MDF）において、関心領域検出器RDTは、２つのそれぞれの近隣のサ
ブ体積のローカル値の２つのそれぞれのセット感の差のマージンを規定する差分マージン
規定を得る。例えば、前記パラメータのセットが、例えば、平均ボクセル強度のような単
一のパラメータのみを有する場合、前記差分マージン規定は、単一のステップサイズ値を
有することができる。前記差分マージン規定は、図２に示されるステップS6において決定
される前記偏差マージン規定に関して以前記載されたものと同様の様々な異なる方法で規
定されることができる。
【００５０】
　前記差分マージン規定は、前記差が、ステップ内に作成されたローカル値の２つのそれ
ぞれのセットの間で確立されるべきである方法を規定することができる。このために、前
記差分マージン規定は、例えば、重み付け係数を有することができる。例えば、ローカル
値の各セットがヒストグラムを有すると仮定する。前記差分マージン規定内の重み付け係
数は、特定のボクセル強度範囲内の差の数に与えられるべきである重みの度合を規定する
ことができる。
【００５１】
　ステップSa6（VL-SP@SV⇔VL-SP@SVΔx,Δy,Δz⇒ΔV-SP@P）において、関心領域検出器
RDTは、サブ体積に対して、それぞれの近隣サブ体積に対する差分値のそれぞれのセット
を決定する。関心領域検出器RDTは、体積データVD内の各サブ体積に対してこれを行うこ
とができる。差分値のセットは、サブ体積の境界面及び、言わば、互いに接触する近隣サ
ブ体積の対応する境界面と関連付けられることができる。
【００５２】
　例えば、サブ体積が立方体の形状であると仮定する。この場合、サブ体積は、以下のよ
うに表されることができる６つの境界面、すなわち、左面、右面、上面、下面、前面、後
面を持つ。サブ体積の左面は、他の近隣サブ体積の右面に接触しうる。関与する２つのサ
ブ体積のローカル値のそれぞれのセットの間の差分に対応する差分値のセットは、これら
の面に対して決定されることができる。例えば、前記パラメータのセットが、例えば、平
均ボクセル強度のような単一のパラメータのみを有すると仮定する。この場合、前記差分
値のセットは、前記関与する２つのサブ体積のそれぞれのローカル平均強度値の間の差を
表す単一の値のみを有しうる。
【００５３】
　ステップSa7（ΔV-SP@P⊂MDF ?）において、関心領域検出器RDTは、境界面に対して、
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前記境界面に関連した前記差分値のセットが前記差分マージン規定により規定される差分
のマージン内であるか否かを決定する。境界面に対する前記差分値のセットが、前記マー
ジン内である場合、前記パラメータのセットは、関心のある近隣の２つのサブ体積の間で
少量の変化を受けていると見なされることができる。鋭い遷移は存在しない。この場合、
関心領域検出器RDTは、この後に、以下に記載されるステップSa9を実行する。対照的に、
前記差分値のセットが、前記差分マージン規定により規定される前記マージンの外側であ
る場合、関心領域検出器RDTは、この後に、ステップSa8を実行する。
【００５４】
　ステップSa8（P=PTR）において、関心領域検出器RDTは、関与する境界面をカテゴリ"遷
移"に属するとしてマークする。この境界面に対して決定された前記差分値のセットが、
前記差分のマージンを超過するので、前記関与する境界面は、体積データVD内の遷移を構
成すると見なされる。
【００５５】
　ステップSa9（∀P ?）において、関心領域検出器RDTは、ステップSa7が全ての境界面に
対して実行されたか否かを確認する。ステップSa7がいまだに実行されていない１以上の
境界面が存在する場合、関心領域検出器RDTは、このステップに戻る。ステップSa7は、こ
の後に、実行され、適用可能であれば、１つのこのようなサブ体積に対してステップSa8
が実行される。ステップSa7が全ての境界面に対して実行されている場合、関心領域検出
器RDTは、この後に、ステップSa10を実行する。
【００５６】
　ステップSa10（ΣPTR⇒ROI）において、関心領域検出器RDTは、体積データVD内の領域
を区切る輪郭又はむしろ表面を実質的に形成する遷移境界面の１以上のグループを検出す
る。このような領域は、スライスSXが好ましくは生成されるべきである体積データVD内の
関心領域を構成する。別の言い方をすると、関心領域検出器RDTは、関与する関心領域の
外周を構成する境界面のグループにより実質的に区切られるものとして関心領域を識別す
る。関心領域指示ROIは、このような関心領域を示す。前述のように、図１に示されるス
ライス生成器SLGは、表示プロセッサDPRに使用されるスライスSXを生成するのにこの情報
を使用することができる。
【００５７】
　結びの見解
  図面を参照した前述の詳細な説明は、請求項において規定される発明及び追加のフィー
チャの単なる説明である。本発明は、多くの異なる形で実施されることができる。これを
説明するために、幾つかの代替例が、簡潔に示される。
【００５８】
　本発明は、体積超音波撮像に関連した多くのタイプの製品又は方法における利点に適用
されうる。例えば、本発明は、体積超音波撮像目的で構成されたポータブルコンピュータ
において使用されてもよい。前記ポータブルコンピュータは、例えば、１以上のビームフ
ォーマ及びプローブに起動信号を印加し、前記プローブからの受信信号を処理する他の回
路を有する専用超音波撮像モジュールとインタフェースすることができる。このような専
用超音波撮像モジュールは、典型的には、アナログデジタルコンバータ及びデジタルアナ
ログコンバータを有する。
【００５９】
　本発明による超音波撮像システムが、マージンを超過する少なくとも１つのデータパラ
メータの変化により特徴付けられる体積データ内の領域を検出することができる、複数の
方法が存在する。例えば、前記体積データは、最初に、比較的大きなサブ体積に分割され
ることができ、これらの比較的大きなサブ体積のいずれに関心があるかを検出する。この
後に、関心のあるこれらの比較的大きな体積は、より小さなサブ体積に分割されることが
でき、これらの小さなサブ体積のいずれに関心があるかを検出する。すなわち、関心領域
の検出は、粗い検出レベルで開始し、細かい検出レベルで終わる、徐々に経られる検出レ
ベルのヒエラルキを含みうる。このようなヒエラルキベースの検出は、これに対する基本
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。更に注意すべきは、図２及び３に示されるステップが、特定の順序で提示されているが
、前記ステップが、必ずしもこの順序で実行される必要が無いことである。例えば、図２
を参照すると、前記関心領域検出器は、第一に、得られたそれぞれの偏差が偏差のマージ
ン内であるか否かを確認する前に前記体積データ内の各サブ体積に対して偏差を決定する
ことができる。
【００６０】
　図面は、異なる機能的エンティティを異なるブロックとして示しているが、これは、決
して、単一のエンティティが複数の機能を実行する又は複数のエンティティが単一の機能
を実行する実施例を除外しない。これに関して、図面は、非常に概略的である。例えば、
図１を参照すると、関心領域検出器RDT及びスライス生成器SLGは、コントローラCTRLをも
実施する単一のプロセッサを用いて実施されることができる。
【００６１】
　ハードウェア若しくはソフトウェア、又は両方の組み合わせを用いて機能的エンティテ
ィを実施する多くの方法が存在する。図１を参照して前述したように、超音波スキャンア
センブリUSC、関心領域検出器RDT及びスライス生成器SLGは、プログラム可能なプロセッ
サにロードされた命令のセットを用いて各々実施されることができる機能的エンティティ
である。これに関して、図１は、超音波スキャンアセンブリUSCが超音波スキャンステッ
プを表し、関心領域検出器RDTが関心領域検出ステップを表し、スライス生成器SLGがスラ
イス生成ステップを表す方法を表すと見なされることができる。これらの機能的エンティ
ティのソフトウェアベースの実施が、述べられているが、ハードウェアベースの実施は、
決して除外されない。ハードウェアベースの実施は、典型的には、専用回路を含み、前記
専用回路の各々は、関与する専用回路が実行する動作を規定する特定のトポロジを持つ。
ハイブリッド実施も、システム又は機能的エンティティが１以上の専用回路及び１以上の
適切にプログラムされたプロセッサを有するという意味で可能である。
【００６２】
　超音波撮像システムが本発明によって動作することを可能にする命令のセット、すなわ
ちソフトウェアを記憶及び配布する多くの方法が存在する。例えば、ソフトウェアは、光
ディスク又はメモリ回路のような適切な媒体に記憶されることができる。ソフトウェアが
記憶される媒体は、個別の製品として又はソフトウェアを実行することができる他の製品
と一緒に供給されることができる。このような媒体は、ソフトウェアが実行されることを
可能にする製品の一部であることもできる。ソフトウェアは、有線、無線又はハイブリッ
ドであることができる通信ネットワークを介して配信されることもできる。例えば、ソフ
トウェアは、インターネットを介して配信されることができる。ソフトウェアは、サーバ
を用いてダウンロード可能にされることができる。ダウンロードは、支払いの対象であり
うる。
【００６３】
　ここで前に行われた見解は、図面を参照した詳細な説明が、本発明を限定するのではな
く説明していることを示す。添付の請求項の範囲内に入る多くの代替例が存在する。請求
項内の参照符号は、請求項を限定すると解釈されるべきでない。単語"有する"は、請求項
に記載された要素又はステップ以外の要素又はステップの存在を除外しない。要素又はス
テップに先行する単語"１つの"（"a"又は"an"）は、複数のこのような要素又はステップ
の存在を除外しない。それぞれの従属請求項が、それぞれの追加のフィーチャを規定する
という単なる事実は、従属請求項の組み合わせに対応する追加のフィーチャの組み合わせ
を除外しない。
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